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新しいスタッフが与えられました！ 

被災地宮城にも、震災から二度目の秋がやってきま

した。東北の海産物、農作物の収穫は、震災によって

塩害や放射線問題でがらりと変わってしまい、実りの秋

を喜ぶどころか、そこには悲しみを呼び起こす景色が広

がります。ふるさとを追われ、もとの生活に戻れない

方々にとっては、日々目にする風景が現実であり、何が

あっても生きていかなくてはならないチャレンジに毎日向

かい合っています。ホープみやぎは、新たにフルタイム

スタッフを迎え、人々に仕えるべく、働きに邁進していま
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す。私たちはひとつひとつの出会いを大切にし、救い主

イエス・キリストにある希望をお伝えする働きに遣わされ

ていると信じ活動しています。ご支援くださるみなさまと

働きを導いて下さる神様に感謝致します。 

 

「家の教会」ニュース 

・亘理地区（向後夫妻より） 

皆さんの祈りとご支援に支えられています。６月より８月

までアルファコースを自宅で行いました。５月にバプテス

マを受けられたAさんの協力でおいしい食べ物をいただき

ながら、町内から F さん、新しく S さん、また K さんなどと

入れ替わりもありながらも続けることができました。７月は

被災者支援として夏物物資配布のアンケートはがきを

約５０軒の方に配り、その中から聖書を読んでみたいと

いう方が５名与えられ、コンサイスバイブルなどの読み

物と物資を持って訪問を続けています。８月は清治郎

の母（千葉在住、９７歳）が信仰に導かれる祝福があり

ました。９月より、恵泉教会の先生方（となりの山元町在

住）と協力して仮設訪問やイベントの開催をし、８名の新

しい方々がいらっしゃいました。回を重ねるごとに、関わり

も深くなってゆくのを感じます。１０月からはアルファコー

スを終えた方々と聖書の学びを始めました。 

１０月に、長い間共に亘理のために働いていた M さん

が突然天に召されるという出来事がありましたが、M さん

の妹夫婦が今年バプテスマを受け、またMさんと関係の

ある Fさんが聖書の学びを始めたりと、Mさんの残した種

と大切に関わり続けたいと願っています。 

※祈りのお願い 

 亘理の地で家の教会をしながら伝道をしておられる向

後夫妻は、震災時に命からがら助け出され、住居を失

い、神様の導きで同じ町の新興住宅街に新しい家が与

えられるという激動の一年半を送ってこられました。ご夫

妻はお二人とも７０代で、近隣に住む障害者のお孫さん

の介護をしながら開拓伝道をされておられます。そのよ

うな状況でも、神様から頂いた亘理での伝道の熱意は

覚めずにいますが、震災後は関わりが必要な方々も増

え、働きは拡大するも、霊肉ともにご夫妻の負担は増え

続けています。ご夫妻の願いは、亘理の地でともに働い

てくださる働き手が送られてくるようにということです。ぜ

ひお祈りください。 

・仙台港南地区（大友恒雄夫妻より） 

サマリタンズパース（以下 SP）による津波被害の家屋

修繕を受けた件数は、私たちの関わりにおいて６０軒に

のぼりました。その中の Aさんと岩手から避難されている

C さんが７月にバプテスマを受けました。その直後より A

さん宅で聖書の学びが始まり、現在５名（未信者含む）

で学んでいます。さらに１０月よりゴスペルフラダンスの

働きを始め、クリスマスの発表を目指して楽しく励んでい

ます。 

私たちは毎月、仮設住宅でのイベントを行っています。

そこで８月に Dさん、９月には Eさんがイエス様を受け入

れました。（E さんはその直後に昇天されました。） 

これからもさらに被災者の方々に寄り添うべく、「フード

バンク」（台湾発の食糧支援プログラム）や「オペレーショ

ンクリスマスチャイルド」（SPのクリスマスプロジェクト）など

働きの可能性を祈ってゆきたいと思います。 

また、お祈りしていただいた新しい家の教会と働きの

拠点となる住居ですが、現在造成工事中です。近隣の

方々とのよい関わりと、建築の費用が与えられますよう、

お祈りとご支援をお願いいたします。 

※サポートのお願い 

大友恒雄さんは港南地区で家の教会を再建するた

めに３６０坪の土地を購入しました。この地域は津波の

被害にあう前に大友さんが住んでいた家から車で１０分

ほどの距離ですが、近隣の方々の多くは古くからその地

域に居住しており、大友さんは新参者となります。大友

さんには農地と住宅用として購入したこの土地で、被災

した方への無料貸農園、子育てサポートのミニストリー

など地域にねざした働きと家の教会として礼拝をするた

めの建物を建てるヴィジョンがあります。そのためには多

くのサポートが必要です。このプロジェクトのためにご支援

くださる方は、「港南家の教会プロジェクト」指定として「ホ

ープみやぎ」までお送りください。 

 

バプテスマの証し 

私が、イエス様を知り、受け入れることが出来たのは、

東日本大震災から４ヶ月たった７月頃でした。 

 当時、岩手県で被災し、家族関係や将来の不安で

泣いていた私に声をかけてくれた東京のボランティア

のお姉さんは教会で働くクリスチャンの方でした。 
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震災前の生活は、新しく家を建てたもののいろいろ

な悩みや不安があり、家族関係はギクシャクしていまし

た。そんな中、あの東日本大震災が起こりました。妹を

はじめ、友達や親類など２０名もの大事な人たちを亡く

しました。町民の１割が亡くなりました。 

 悲しさやむなしさ、どうしようもない気持ちで毎日を過

ごしていました。震災から３ヶ月くらいたった６月頃だっ

たと思います。クリスチャンのお姉さん、ヒロミさんに声

をかけてもらい何度かボランティアのみなさんと食事や

交わりをもちました。色々な国の方がいて、みなさんク

リスチャンでした。初めは半信半疑で意味もわからぬ

まま、イエス様について聞いていました。その中で、「全

てイエス様にお委ねして楽になりなさい。」と言われま

した。みなさんの奇跡のような出来事、お話を次々と

聞きながら「イエス様がいるということを信じるか？」と

いう質問にそれを否定する理由もなく、でも全く理解も

せず、なんとなく受け入れ、「イエス様を信じることがで

きます。」と答えました。 

 すごく喜ぶみなさんの姿がその時はとても不思議で、

とても印象に残っています。 

 その後、被災してからずっと子供を預ってもらってい

た仙台の義弟夫婦の家の近くに私も避難することを決

めて仙台へ来ました。その時も、ヒロミさんが教会や牧

師先生のことを調べてくれました。また、塩釜教会の

家の教会のリーダーの大友さんご夫婦との関係作りの

ためすべてのことに自ら動いてくれて、私に教会に行く

ように先生や大友ご夫婦と会うようにお話してください

ました。でも、私はなんとなく教会に行くことをためらっ

ていたのかも知れません。その約３ヶ月後の１２月２５

日、初めて塩釜教会に大友さんご夫婦に連れて来て

いただきました。なぜか、涙があふれそうで、必死にこ

らえていたことが思い出されます。 

 それから、大友さんご夫婦と聖書の学びをすることに

なりました。数ヶ月後、新しい仲間も加えられ一緒に数

人で聖書の学びをすることとなり、今に至っています。

とても充実した、数ヶ月間だったと思います。私の心は

ガラリと変えられたと思います。 

 あの時、なんとなくでも、イエス様を受け入れ、信じた

ことを今はとてもよかったのだと感謝しています。もう、

悩む私はいないし、いつでも神様に、イエス様に守られ

ているのだと思うと安心です。 

 悩み悲しむ友人を見ると、早くイエス様を知り、受け

入れ、楽になればいいのにと思ってしまいます。  

「悲しむ者は幸いです。その人は慰められるからです。」

（マタイ５：４） 

C さん（2012.7.22 塩釜教会にてバプテスマ） 
 

地域との関わり 

・桜木地区（多賀城市） 

津波の被害地である公園でのミニストリー「桜木すま

いる」は夏から多くの国内外のボランティアに支えられ、

地域の子どもたち、家族と関わりを続けています。「桜木

すまいる」とともに、仏教系幼稚園での英語ミニストリー

からつながったご家族が、教会で行われるイベントに家

族全員で参加する姿も頻繁に見られるようになりました。

クリスマスには英語教室桜木校の生徒がクワイヤを結

成し、クリスマスの歌を歌う予定です。この幼稚園ではク

リスマスの行事は行わない方針なので、このクリスマスに

福音を伝えるよい時が与えられますように。 

・七ヶ浜町 

私たちの関わっていた仮設住宅のひとつが閉鎖され

る予定です。そこには将来、分譲住宅が建てられる予定

ですが、引っ越しを強いられている方々の中にはまだ引

っ越し先が決まらず、せっかくできたコミュニティから引き

離され、必要な関わり、援助が受けられるかわからない

方もいます。引っ越したあとでも私たちとの関わりが継続

できるようにお祈りください。また感謝なことは、S さんが

七ヶ浜ではじめて聖書の学びを始めることです。 

・荻野浜地区（石巻市） 

石巻市荻野浜地区は宮城県の海岸に面した被災地

です。津波の被害にあったこの地は交通のアクセスが悪

いため、なかなか援助が行き届かず、仮設住宅への訪

問者も限られています。ここでかきの養殖業を営むTさん

との関わりが続けられています。養殖の手伝いを通して

関わりが深められており、これからの可能性として、仮設

住宅でのイベントを通した交流、近隣の渡波キリスト教会

とのつながりと励ましの働きができないか考えています。 

・寄磯浜地区（石巻市） 

寄磯浜も荻野浜と同じく、交通の便が悪く、ボランティ

アが入りづらい地域です。今年も昨年同様、海友支援隊



 - 4 - 

さんを通して灯油をすべての住宅（１００棟）に毎月配布

します。今回はオアシスライフケアさんが主体となって

配布してくださいます。ぜひ住民の方々との深い関わり

が与えられ、励ましがあるように。 

・文化交流ナイト／マミーズイングリッシュクラス 

米国ミネソタ州から１９人の大学生ボランティアが「ホ

ープみやぎ」で働いてくださいました。かきの養殖手伝い、

地域清掃、桜木すまいる等を手伝いましたが、地域の

方々との文化交流の機会として「文化交流ナイト」を計

画しました。これは教会の英語教室に通うご家族（ほと

んどノンクリチャン）が夕食に彼らを招待し、英会話の練

習や異文化体験をしていただくためのものでした。これ

は双方にとって、たいへん好評で、「ホープみやぎ」と地

域のご家庭がより深い関わりをもつ機会となりました。こ

こからつなげられた家族は桜木ハウス（バークマン宣教

師宅、津波の被害にあった地域）でのマミーズイングリッ

シュクラスとして、ひきつづき活動を続けることになりそう

です。感謝！ 

 

現在進行中のプロジェクト 

・クリスマスオーナメントプロジェクト 

震災で家を流されてしまった方々の経済支援のため

に、ニューホープダイヤモンドヘッド教会（ハワイ）の協力

のもと、立ち上げられた支援プロジェクトです。仮設住宅

に住まれる女性が、漁業用網の特別な作り方の技術を

使って、小さなガラス玉に網をかけたクリスマスツリー用

のオーナメントを作っています。このオーナメント（１００個）

はハワイで販売されます。この利益がオーナメントを作っ

た方々の生活の助けとなり、このプロジェクトを通してよい

関わりをもつことができますように。 

・みことばカレンダープロジェクト 

昨年同様、みことば入り世界遺産カレンダーを関わり

のある方々に配布予定です。聖書は敷居が高いという

人も、気軽にみことばに触れる機会となるよう願います。 

 

クリスマスのおもな予定 

以下のようにクリスマスイベントを予定しています。この

時期は多くの人が心を開きやすく、イエス・キリストの誕生

を話すよい機会となります。ひとつひとつを大切な場とし

て提供できますように。 

12/ 6（木） 仮設イベント 

12/11（火） 仮設イベント 

12/13（木） 仮設イベント 

12/18（火） 仮設イベント 

12/20（木） リラコンサート（亘理） 

12/20（木） ミュージックコンサート（港南） 

12/21（金） リラコンサート（場所未定） 

12/21（金） ファミリークリスマス（教会） 

12/22（土） 桜木すまいるクリスマス 
 

福島のために 

去る１０月２９、３０日仙台で行われた JEA フォーラ

ムにおいて、福島県の教会の現状が報告されました。

いまだ収束しない放射能と原発の問題を抱えながら、

休息もなく、疲労を抱えるクリスチャンのためにできるこ

とを、隣人である私たちは「ホープみやぎ」を支援してく

ださる方々と祈りと支援をもって支えてゆきたいと感じて

います。 

１１月仮設における「岩渕まことさんコンサート」の支

援と福島の現状を知るための視察を予定しています。 

 

週末保養プロジェクト 

ホープハウス（ボランティアセンター）には約１０名ず

つ宿泊できる施設が２部屋あります。ホープみやぎでは、

この施設をボランティアの受け入れのみならず、放射

能問題でチャレンジを受けるご家族の週末保養のため

に開放します。ホープハウスまでの往復交通費、滞在

中の食費はホープみやぎが負担いたします。福島県

のみならず、各地で放射能問題を抱えている（とくに小

さいお子さんのいる）ご家族をご存知の方はぜひお問い

合わせください。 

 

宣教報告インアメリカ 

９月「ホープみやぎ」代表はアメリカ（シアトル、シカゴ）

にて活動報告をしました。震災後１年半経った今では、

被災地の情報が限られており、多くの方が支援したいけ

れど状況がわからないということでした。私たちを通して

働かれるイエス様の働きをもっと積極的に発信していか

なければと痛感しました。いつも覚えてくださる世界中の

サポートに感謝します。 
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新スタッフ紹介 

・高橋寛実（ボランティアコーディネーター）福島県出身。

福島県のクリスチャンキャンプ

場で家族とともに働いてきま

した。震災後、復興支援の

働きに携わりたい思いが与

えられました。ボランティアの

受け入れ、イベントの企画を

します。 

・前田望（宣教師、フルタイムスタッフ）群馬県出身。 

シアトル栄光教会（アメリカ）

より宣教師として派遣されて

きました。震災後はクリスチ

ャン団体でボランティアをし

ていました。教師の資格を生

かして「桜木すまいる」や英

語教室などで活躍します。 

 

ボランティア・ホープハウス宿泊のお申込みについて 

 ボランティア及びホープハウス宿泊のお申込みは、希

望する日程の一ヶ月前までにご連絡くださるようお願い

いたします。直前のお申込みの場合、ご希望に添えな

い場合がございます。お申込みはお電話、FAX、Eメール

でお待ちしております。①氏名（ボランティアする方すべ

て） ②人数（男女比） ③日程 ④ホープハウス使用の

有無 ⑤ボランティアできる内容（例：肉体労働、音楽、

手芸など） ⑥連絡先をお知らせください。 

 ※ホープハウスにはチェックイン・チェックアウトの時間

がございます。また、原則として日・月曜日にはボランテ

ィアの受け入れはいたしません。週明けからの作業をご

希望の際は、前週の土曜までにチェックインをお済ませ

くださいますようお願いいたします。 

 

年末年始のおしらせ 

以下の期間中、ホープみやぎオフィスは休業いたします。

ボランティアの受け入れ等はいたしませんのでご了承く

ださい。なお、休業期間中に物資等をお送りくださる場

合は事前にお問い合わせください。 

2012 年 12 月 17 日（月）～2013 年 1 月 7 日（月） 

 

支援物資のお願い 

 みなさまからお送り頂いた支援物資は「ホープみやぎ」

関係者が直接被災地へお配りしています。また、各種

イベント、戸別訪問時にも励ましのために用います。現在、

みなさんに喜ばれる物資のリストは以下の通りです。 

 お米（５キロ以下の袋） ה

 醤油や砂糖みそなど調味料 ה

 お餅やホッカイロなど季節の食品 ה

 

ホームページのご案内 

www.hopemiyagi.org 

「ホープみやぎ」の働き、写真やあかしなど続々追加予

定です。各イベントの予定やボランティア募集も簡単に

確認できます。新しくなったホームページに、是非あそ

びにきてください。 

フェイスブック コミュニティ 「hope miyagi」でボランテ

ィアの募集時期、内容（仮設住宅訪問など）、日々の支

援活動報告など最新情報がアップデートされていま

す！ぜひ、ご参加下さい。 

 

お 願 い 

「ホープみやぎ」ニュースレターは２ヶ国語で発行され、

E メールでお送りすることもできます。ご希望の方がいら

っしゃれば、オフィスまでご連絡下さいますようにお願い

いたします。 

 

祈りの課題 

①被災地に御国が来て人々の心に希望が与えられる様に。 

②変わりゆく人々の必要を具体的に支援していく事が出来

る様に。 

③大友恒雄さんの「家の教会再建プロジェクト」の必要が

満たされる様に。 

④新しく入った２人のフルタイムスタッフが早く仕事に慣れ

るように。 

⑤スタッフの間に良いチームワークが与えられる様に。 

⑥震災以降、塩釜教会に来られた６名の協力宣教師

(アデア夫妻、バークマン夫妻、リン宣教師、イノウエ宣

教師)の働きの祝福。 

⑦被災地に新しい教会が生まれていく様に。現在候補地

として、七ヶ浜と仙台市宮城野区新田東を祈っている。 
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ה ╩ ↑√╖⌂↕╕ ╕≢  

Thank you for your supports! (2012May-September) 

 

JAPAN 

Sugumu Kojiyama/Will  Thompson/ / / / / / / / /

/ / / / / / / / /  

/ / / / / / / /  

 

JAPAN 

DRCnet/Jesus Life House Sendai/ United Japan/ / / / /

/ / / / / / /

/ / / / / /

/ / / / / /

/ / / / / /

/ / / / / / /

/ / / / /

/ / / / / /

/ / / /  

 

 OVERSEAS 

Asian Access/Amy Cervone/Christ United Methodist Church/Crossway Community Church/David Kennedy/Evangelical Bible 

Church/Evergreen Church/First Love Church/Jesus Love Church/Lakeview Church/Leah Van Nuys/Masami Cobley/ 

Mitsuru Okubo/Morgan Hill Bible Church/New Hope Diamondhead/Samaritanôs Purse/SEND/Sung Soo Lee/ 

Tim & Sumiyo Griner/Peter Dyrstra/Westminster Japanese Church/Willingdon Church/World Venture/ /

/ / / / /  

 
 

 

We appreciate your supports very much. 

  

 

 

クロスウェイ教会が地域の小学校で

イベントをした際に（ｐ１写真参照）、

子どもたちからプレゼントされたサン

キューカードです。 
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₈ Ⱡ♇♩꞉₉◒כ╟╡▬ⱬfi♩  

 

₈Ɫ꜠ꜟꜘה◘ⱴכⱨ▼☻♃ 2012₉8/25( )10:00~16:00  
 

◒ꜞ☻♅ꜗfi⌐╟╢ ─⅔ ╡⁸₈Ɫ꜠ꜟꜘה◘ⱴכⱨ▼☻♃₉╩ ⇔╕⇔

√⁹⅝∫⅛↑│⁸ ⌐ ╕∫≡™╢₈ Ⱡ♇♩꞉₉◒כ─ Ⱪ꜡♇◒≢

Ɑכ☺ ⁸ ─⅔ ╡≢│⌂ↄ⁸◒ꜞ☻♅ꜗfi─ ╡╩╛∫√╠≥

℮⅛≤™℮ ⅜ ↕╣√↓≤≢⇔√⁹ ─ ₁≤◒ꜞ☻♅ꜗfi⅜ ⌐⅔

╡╩ ⇔╗↓≤≢⁸ ─ ╕⇔≤⌂╢─≢│⁸∕↓≢ ╩ ∫≡│≥℮∞╤℮

⅛≤™℮ ≤⌂╡⁸ ⌐ ∆╢↓≤≤⌂╡╕⇔√⁹ 

 ₈◘ⱴꜞ♃fi☼Ɽ₉₈ꜙ◦♇ꜝ◒₈╛₉☻כⱱכⱪ╖╛⅞₉⅜ ╩ ⇔ ≡ↄ∞↕╡⁸ ─ ⌐╙ ┘

⅛↑⁸∕╣∙╣⅜ ↄ─ ╩ ∫≡ↄ∞↕™╕⇔√⁹ ⇔√⅛⅝ ⁸ⱨꜝfi◒ⱨꜟ♩ ≥╣╙

≢⁸ ↕╣√ √∟│ ╪≢ↄ∞↕™╕⇔√⁹╕√⁸ ─ ₁│╦↨

╦↨Ᵽ☻≢⅛↑≈↑≡ↄ∞↕╡⁸◕☻♩─ ╕↓≤↕╪⁸╖∏⅝ ↕╪⁸

ⱴ☺◦ꜗfi╕∫∟╚╪─ ╛ⱦfi◗ ⌂≥ ╡ ⅜╡╕⇔√⁹◘ⱪꜝ

▬☼◕☻♩│ ⱢⱵהכ♬◘ⱬ√∫⌂≥ꜟ♦⸗─₉כ□ⱨכ◘ꜟ►♁₈

ꜟ♩fi↕╪≢∆⁹−└ ⌐ ─ⱨ▫fiכ◘⁸≥™√ ⌐╙ ╦╠

∏⁸↔ ─ ─ ╛⁸∕↓⅛╠ ∟ ⅜∫√ ─ ╩╕∫∆←

╩♩☻ꜞ◐ה☻◄▬⁸╡ ⅎ≡ↄ╣╕⇔√⁹ ⌐╟╢ ⅛╠

⌂♩כ꜠♩☻─ ⌐╙⁸ ↕╣√ │ ⌐ ╩ ↑≡™╕⇔√⁹ ⇔√▪fi◔כ♩│ 108 ⁸

│─═ 300 ╒≥≢№∫√≤ ╦╣╕∆⁹ 

 ≤⌂∫√ │ ─ ⌐№∫√ ╛ ⅜№╢ ≢⁸╔≈╡╔≈╡≤ │╙≥∫≡⅝≡│

™╢╙──⁸⅛≈≡─ ⅜ ⌐╙≥∫≡™╢╦↑≢│№╡╕∑╪⁹∕─╟℮⌂ ≢⁸◒ꜞ☻♅ꜗfi─

⅔ ╡⅜└╠⅛╣⁸ ⅜ ╠╣╢≤│ │ ⅎ╠╣⌂⅛∫√↓≤≢∆⁹ ╙−└↓─◒ꜞ☻♅ꜗfi─

╡╩ ≢⅝√╠≤ ∫≡™╕∆⁹            Ᵽⱪ♥☻♩  

 

₈ ─ ₁╩ ╕∆ ™₉10/23( )10:00~15:00 ⱱ♥ꜟ  
 

⌐ ╩ ⇔≡ ╩ ╘√ ₁╩ ∫≡⁸₈ ─ ₁╩ ╕∆

™₉⅜ ≢╙√╣╕⇔√⁹ 106 ─℮∟⁸45 ⅜ ─

⁸╕√│ ─ ≢⇔√⁹ ─ ≢│ ⁸ ⁸ ⁸

⁸ ⅛╠ 5 ─ ⅜⁸ ≤ ╩╙≈╕≢─™⅝↕≈╩ ╡

╕⇔√⁹╕√ ⌐│⁸ ≢ ╕∫√◗☻Ɑꜟⱨꜝ♄fi☻─ ⅜№╡⁸

╩ ╕∑≡ↄ╣╕⇔√⁹ 

∕╣∙╣─ ╩ ™≡ ℮↓≤│⁸ │ ⌐№╠╝╢ ≢└≤╡└≤╡─ ⌐ ⅝⅛↑≡⅔╠

╣╢≤™℮↓≤≢∆⁹ √∟│∕─ ⅝─ ⇔⅛ ╠∏⁸ ─ ↕╩ ╘≡ ⇔╕⇔√⁹ 

│ 5 ⌐ ╦╣√ ─ ™╟╡╙⁸↕╠⌐ ╩ ⇔√╙

─≤⌂╡⁸∕─ │⅔⅔╗⌡╟⅛∫√╟℮≢∆⁹ ╕∫√ ₁│

⅛╠ ╕≢╒╓ ⌐ ╪≢⅔╡⁸ ╩ ⇔≡ ∂╟℮⌂ ⌐

™╢─│ ∞↑≢│⌂™↓≤╙╦⅛╡⁸ ─ ₁⌐≤∫≡│ ⅝⌂

╕⇔⌐⌂∫√≤ ╦╣╕∆⁹ 

Ⱡ♇♩꞉כ◒ Ᵽⱪ♥☻♩   
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図Ａ）宮城宣教ネットワーク・ブロック分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連 絡 先 

【ホープみやぎ】 

（塩釜聖書バプテスト教会復興支援プロジェクト） 

代表 大友幸証（おおともゆきまさ） 

所在地＆支援物資送付先： 

985-0831 宮城県多賀城市笠神 2-11-45 

TEL:022-362-7468 FAX:022-362-7497 

連絡先： 

contact@hopemiyagi.org 

ホームページ： 

http://www.hopemiyagi.org 

証し、写真など、二ヶ国語でご覧になれます。 

 

支援金送金： 

郵便振替の場合 

０２２８０－８－７２３９ 

塩釜聖書バプテスト教会 

備考欄に「復興支援」とご記入下さい。 

銀行振込の場合 

ゆうちょ銀行 

二二九店（２２９） 当座０００７２３９ 

塩釜聖書バプテスト教会 

        又は 

七十七銀行（下馬支店） 

店コード３０７ 口座番号９０６２７２６ 

塩釜聖書バプテスト教会 

代表役員 大友幸一 

 

支援金の使い道： 

支援物資の購入（食料品、衣料品、生活用品など）、支援活

動に必要な備品の購入、被災者への義援金、炊き出し、キッ

ズミニストリー、専属スタッフへの謝礼、ボランティアセンター

管理費、交通費、その他復興支援活動全般のため。必要な

場合、領収書を発行致します。 

 

 

 

 

 

宮城宣教ネットワークとは、震災以降に支援活動を続けながら

宣教している超教派の教会ネットワーク。宮城県を５つのブロック

に分け、ネットワーク化し、相互に励まし合い、祈り合ってゆく。

また、さらにネットワークの増殖をはかってゆく。現在、約５０の

教会・グループが参加している。（2012.11現在） 

 

ホームページ 

http://www.mm-network.jp/ 

ご当地トラクト製作 

大友幸一牧師の震災体験をまとめたトラクトを作っていただ

きました。「大友幸一と申します。」 


